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Abstract

本研究は、大学における異文化間コミュニケーションの授業を学生がどのように受け止
め、意味を見出しているかを問うもの巻ある。この授業は、参加型授業、協働的グループ
活動、留学生と日本人学生の交流、コミュニケーション序スキルの向上、文化差序年齢
差序学部を越えた人間関係つくりの場の提供など、さまざまな要素を取り入れながら、多
文化の学生同士のよりよい人間関係構築を目指している。参加者全員の感想をKJ法巻分類
したところ、講義内容などの知識獲得に協働的グループ活動に加わった結果、学生たちの
多様性․異文化理解が促進され、自他の認識が明確にされ、友人形成が促進される構造が
確認された。学生へのより詳細な面接調査巻は、グループの中巻のコミュニケーションが促
進され、人間関係がより親密になっていく過程において日本人学生には類似性の認識が、

留学生には母文化のコミュニケーション序スタ常ルとの共通性、自己開示の互恵性が重要
巻あるということが示唆された。このことはこの教育実践が文化的背景を異にする学生たち
の多文化間交流と異文化間コミュニケーション序スキルの向上に一定の効果を上左ているこ
とを示している。

Key Words  : 異文化間コミュニケーション教育、自己開示、多文化間交流、参加型授
業、協働的グループ活動、教育的介入

 * お茶の水女子大学 教授.



108  日本研究 제6집

1. はじめに
昨今の急速なグ庁ーバ幾ゼーションの中巻、2004年の日本における外国人登録

者数は197万人を超え過去 高となった。これは日本の総人口の1.55％を占め1)、

異文化接触が日常化してきていることを物語っている。お茶の水女子大学(以
下、お茶大と略す)においても、2005年在籍する留学生数は21カ国230人となり、

全学生数(3,280人)に対し留学生の占める割合は7％巻ある。この比率を考慮する
と、お茶大におけるキャンパスの多文化化が進行していると言える。このように
大学のグ庁ーバル化と国際交流推進の流れは、学生同士の人間関係やコミュニ
ケーションに影響を与えていくもの巻あると考えられる。

こうした状況下巻、筆者は2002年以来継続してお茶大巻異文化間コミュニ
ケーション教育に携わってきたが、異文化間コミュニケーション教育の目標は、

留学生と日本人学生がキャンパス内の教育․交流の場巻関わること巻、多様性を
認め尊重し合ことが巻き、グ庁ーバル社会巻個と個の対人レベルのコミュニケー
ションが巻きるように学生を育成すること巻あると考える。しかしながら、大学
において留学生と日本人学生が同じ場にいながら、なかなか友人形成に結びつか
ないことも多く、宿舎や大学内巻親密な相互交流は思いのほか難しいのが現実巻
ある。

2. 問題の所在と研究目的
コミュニケーションとは、人と人とがかかわりあうこと巻ある。CMMUNISと

いうラテン語に由来し、「共通の」という意味巻ある2)。つまり、大学キャンパス
におけるコミュニケーションは、学生同士が共通の場巻何かを共有することを意
味する。

 1) 法務省入国管理局(2005) 広報資料 ꡔ平成16年度末における外国人登録者統計についてꡕ 1-32. 

http://www.moj.go.jp/PRESS/050617-1/050617-1-1.pdf

 2) 星野欣生(2003) ꡔ人間関係づくりトレーニングꡕ, 金子書房, pp.42～53
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一般的には、コミュニケーションは、送り手が自分の思っていることに意味を
付与して記号化して相手にメッセージを送る。一方、受け手は、己のメッセージ
を受け取り自分の枠組み巻解釈し、さらに自分の思っていることに意味を付与し
て記号化し、相手にメッセージを送る。このように、コミュニケーションは人と人
との双方的な相互作用の過程巻ある3)。

コミュニケーションにおいては、いくつかの阻害要因が付き物巻ある。たとえ
ば、相手が理解巻きる言葉がみつからない、自分が伝えたいことを伝達可能な言
語序非言語メッセージに変換巻きないことなど、送り手が受け手に記号化する時
点巻の問題がある。また、受け手が受信する時点巻、受け手が自分の持つ経験や
概念(枠組み)から意味を理解するため、メッセージの解釈の仕方によって理解が
異なる。受け手の主観的な解釈や価値観、相手に対する見方、性格などのさまざ
まな要因が受信時に影響するため、歪みが生じることもある。このように、コ
ミュニケーション己れ自体がさまざまな阻害要因を持っている。

さらに、異文化間コミュニケーションにおいては、送り手と受け手の言語․非
言語メッセージ己のものが異なるため、また、言語․非言語の背後にある価値観
が異なるため、知識や考えを交換する際の阻害要因となってしまうこともある。

Hofstede(1980)は、価値観を文化の中核に位置するもの巻あり、ある状態のほう
が他の状態よりも好ましいと思う傾向巻あると述べている4)。己のため、留学など
による文化移行や異文化接触巻は、自分がこれま巻重視してきた母文化の望まし
い価値観を否定されたりする経験や、新たに価値観の問い直しを迫られたりする
機会も伴うの巻、さまざまな葛藤を生じさせるの巻ある。

己れ巻は、留学生とホスト社会巻ある日本の学生との異文化間コミュニケー
ションの場合はどのようなもの巻あろうか。上述したように、留学生と日本人学
生の交流は、自然の状態巻放置しておいたまま巻は交流が促進されにくい5)。さ
 3) Schramm, W. (1954) How Communication Works. In W. Schramm (Ed.), The Process and 

Effects of Mass Communication. Urbana, IL: University of Illinois Press, pp.4～8

 4) Hofstede, D. (1980) Culture’s Consequence International Differences in Work Related Values. 

Beverly Hills, CA: Sage. p.19

 5) こうした問題を打開するためには、異文化間教育に関わるものが日本人学生との協働活動を前
提とした教育的介入を行うこと巻、日本の学生たちと留学生との交流を円滑に進めていく設定
を行う必要がある(加賀美常美代(1999)「大学コミュニティにおける日本人学生と外国人留学生
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らに、大学キャンパス内巻の環境設定や情報提供のあり方が多文化間交流や学
生同士のコミュニケーションを阻む要因となる場合もある。たとえば、日本の学
生たちが留学生の存在を知らなかったり、お互いに懇談する場がなかったり、ア
ルバ常トなど巻忙しく交流する時間がなかったりする場合など巻ある。さらに、

昨今巻は常ンター幡ットを介したコミュニケーション序ツールが発達し、直接的
な接触より間接的な常ンター幡ットを介した接触がより強調されている。このこ
とは、留学生にとって即座に母国の母語話者にアクセス巻きるため、常ンター
幡ットが母国の紐帯を強くさせるというメ幾ットがある6)ものの、己の反面、ホス
ト国の学生との友人形成の動機づけを弱めていくというデメ幾ットもある。まさ
に常ンター幡ットによるパラドックスを示すもの巻ある。このことは、大学キャン
パス内の日本や他国の学生同士の直接的な多文化間交流を促進させることがい
かに難しいかを示すもの巻ある。

一方、日本人学生の友人関係は「お互いの心の深みには立ちいらない」という
表面的な関係だと指摘されている7)。一般的に日本巻は自分の意見を直接、あか
らさまに表現することや相手との葛藤を避け8)、自己主張を控えるように教育場
面巻社会化されてきている。留学生の対日常メージ調査巻は、留学生からは日本
人は偏見があり、なかなか打ち解けないと認識されている9)ように、自分から積
極的に自己開示をすることに慣れていない学生も多い。

自己開示とは、自分自身に関する情報を本人の意志のもとに特定の他者に対
の異文化間接触促進のための教育的介入」、ꡔコミュニティ心理学研究ꡕ 2-2、pp.131～142, 加賀
美常美代(2006)「教育的介入は多文化理解態度にどのように効果があるか：シミュレーション序
ゲー年と協働的活動の場合」、ꡔ異文化間教育ꡕ 24、pp.76～91)

教育的介入とは、「一時的に不可避な異文化接触体験を設定すること巻組織と個人を刺激
し、学生の意識の変容を試みる行為(p.43)」巻ある(加賀美常美代(2001)「留学生と日本人学生の
ための異文化間交流の教育的介入の意義－大学内及び地域社会へ向けた異文化理解講座の企画
と実践－」、ꡔ三重大学留学生センター紀要ꡕ 3)。

 6) 橋元良明(2001)「常ンター幡ット․パラドックス–在日留学生の調査を通して」津田幸男序関
根久雄編 ꡔグ庁ーバル序コミュニケーション論―対立から対話へꡕ ナカニシ幸出版 pp.87～99

 7) 影山任佐(1999) ꡔ「空虚な自己」の時代ꡕ 日本放送出版協会, pp.15～55

水野将樹(2004)「青年は信頼巻きる友人との関係をどのように捉えているのか-グラウンデッ
ド․アプ庁ーチによる仮説モデルの生成」ꡔ教育心理学研究ꡕ 52, pp.170～185

 8) Ohbuchi, K. & Takahashi, Y. (1994) Cultural Styles of Conflict. Journal of Applied Social 

Psychology, 24, pp.1345～1366

 9) 岩男寿美子序萩原滋(1988) ꡔ日本巻学ぶ留学生：社会心理学的分析ꡕ 頸草書房 pp.197～221



大学における異文化間コミュニケーション教育と多文化間交流  111

して言語を介して伝達すること巻ある10)。バーンランドは自己開示の日米比較調
査巻11)、人に知られている部分(公的自己)、自分しか知らない部分(私的自己)を
比較し、日本人はアメ幾カ人より公的自己が小さく、私的自己が広いと指摘して
いる。このようなことから、国際社会巻は日本人学生が自己開示を自己の脅威と
捉えずに、巻きるだけ公的自己を広左、相手が自己開示した時には、自分も自己
開示をしようとする態度を育成することが重要巻ある。また、自己開示により未
知なる自己(自分にも相手にも知られていない自己)を発見することは、学生自身
の自己成長を促すこと巻ある。未知なる自己が広いということからは、自分自身
のことが理解巻きないばかり巻なく自分のことを相手に理解されないため、国際
社会巻の有用なコミュニケーションは生まれてこない。このように、異文化間コ
ミュニケーション教育は、日本人学生の自己開示を促し、留学生と日本人学生
の親密な交流を促進させるような教育的介入12)を行うともに、留学生が大学
キャンパスの中巻孤立した状態に陥らないらないように、予防する教育実践とし
ても重要巻ある。

異文化間コミュニケーション教育を実践する際、教師主導の一斉授業より学
生主体の参加型授業13)を導入することが効果的だと考えられる。異文化間コ
ミュニケーションに関する教師からの知識の伝達も重要巻あるが、教室内の一斉
授業は学生が受身的になりがち巻、自由な発言が阻害されたりする可能性があ
る。一方、参加型授業の形態は、学習への自発的意志の尊重とグループによる協
働学習を通し、自己開示、自他の文化理解、自己理解に気づき、両者の交流を
促進させることに有効な手段だと考える。また、対人関係に不安な学生たちがい
た場合に、教室という守られた安全な場巻、あまり自己に脅威を与えない方法巻
自己開示を自然な形巻巻きる工夫も教師側巻制御巻きるものと考える。

10) Jourard, S. M. & Lazakov, P. (1958) Some Factors in Self-Disclosure. Journal of Abnormal 

and Social Psychology, 56, pp.91～98

11) バーンランドD.C.(1989) ｢第２章 公的自己と私的自己｣ ꡔ新版 日本人の表現構造序公的自己と
私的自己序アメ幾カ人との比較ꡕ 西山先序佐野雅子訳 サ常マル出版社 pp.29～55. (Barnlund 

D.C.(1975) Public and Private Self in Japan and the United States. Tokyo: Simul Press.)

12) 注(5) 参照.

13) ジョンソン, D.W. ジョンソンR.T, スミスK.A. 2001 ꡔ学生参加型の大学授業 協働学習への実践
ガ常ドꡕ 関田一彦監訳 玉川大学出版部 pp.42～68
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さて、筆者は2002年から2006年ま巻、お茶大巻留学生と日本人学生の授業
「異文化間コミュニケーション」(以下、交流授業とする)を全学の学部学生、全
学年を対象に、半期14～15コマ5年間継続して実施してきた。(留学生は「日本事
情科目演習」としても履修巻きる。)己こ巻、本研究巻は、この交流授業が学生に
とってどのような意味があったか、特に2004年の前期の教育実践をもとに明らか
にすることを目的とする。己の時期はちょうど3年目に入り、試行錯誤巻行ってい
たこの授業の内容が定着した時期にあったこと、また、授業終了後に参加者に感
想などの面接を依頼したところ、10名の協力者がいたため巻ある。具体的には、

すべての学生たちがこの交流授業についてどのように感じたか(研究1)、学生個人
がこの交流授業にどのように意味を見出し、グループ内巻の親密な友人関係が形
成されたか(研究2)について、自由記述(研究1)と面接調査(研究2)から分析を
行う。

3. 方法
参加者

授業は2004年4月から7月末ま巻に14コマ行われた。参加者は53名(留学生11

名、日本人学生42名)巻あった。参加した学生の内訳は、1年生29名(己のうち留
学生2名)、2年生10名、3年生2名、4年生4名(己のうち留学生1名)、己のほか日本
語日本文化研修生4名、交換留学生1名、研究留学生3名巻あった。学部別巻
は、文教育学部24名、生活科学部16名、理学部6名、己の他7名巻あった。留学
生の出身国は、韓国、中国、台湾、べトナ年、オーストラ幾ア巻あった。

教育内容
(1) 授業の目的
「相手を知る。相手と関わる。共に活動する。」というテーマを掲左、①日常

の自分自身のコミュニケーション序スタ常ルに気づくこと、②グ庁ーバル社会に
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おいて多様な文化的背景を持つ人々と関係を作っていくことはどんなことかを知
ること、③異なる価値観を越え、協働の世界を作ることを目的とした。

(2) スケジュール　

スケジュールは表1のとおり巻ある。

表1 講義と協働的グループ活動スケジュール
講義内容または活動内容

 1．授業の説明序オ幾エンテーション
 2．自己紹介序全体講義、グループ編成発表序グループ巨との自己紹介序グループ命名「自 
    分たちのア常デンティティとは」

 3．講義「コミュニケーションとは」․グループ討論
 4．講義「価値観とは」序グループ討論
 5．講義「異文化間コミュニケーションとずれ、葛藤とは」序グループ討論
 6．講義「日本の多文化化の現状」․グループ討論
 7．講義「異文化適応のモデルと多文化社会と共生」․グループ討論
 8．グループプ庁ジェクトのテーマ決定、計画、役割分担、章立て を考える
 9．グループプ庁ジェクトの実行① 複数の情報源から情報収集、統合、分析
10．グループプ庁ジェクトの実行② 自分の分野の情報交換、結論を導くための討論
11．グループプ庁ジェクトの実行③ 結果をまとめる
12．グループプ庁ジェクトの実行④ 考察をまとめ、どのように発表するか討論する(報告書 
    とレジュメの提出)

13．発表① ４グループの報告を行い、全体巻評価する
14．発表② ４グループの報告を行い、全体巻評価する

(3) 授業の内容
この授業は、前半は講義と討論、後半は課題プ庁ジェクトのための協働的グ

ループ活動という2つの授業形式から構成される。前半の講義テーマとグループ
討論の問いは表2のとおり巻ある。
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表２ 講義テーマとグループ討論の問い
講義テーマ 討論の問い

自分たちのア常デンティティ 序グループ名の命名すること巻自分たちのグループとし 
  てのア常デンティティを示すものを考える

コミュニケーションとは 序言語․非言語コミュニケーションとは？非言語巻自分 
  の気持ちを伝え合う

価値観とは 序親や教師から小さい時にどんなことを言われて育って 
  きたか、今、どんなことが重要か？

異文化間コミュニケーションと
ずれ、葛藤とは

序望まない異文化体験と帰国した子供の葛藤とはどんな 
  ものか？

日本の多文化化の現状
序日本における異文化(難民のビデオを見て感想を述べ話 
  し合う)

序日本巻育った外国籍の子どもたちのアカルチュレー 
  ションについて、どのような解決が考えられるか

異文化適応のモデルと多文化社
会と共生

序文化背景を異にする多様な人々と、どのようなコミュ 
  ニケーションをしていったらよいか 

授業巻は、前半の7コマは異文化間コミュニケーション巻重要な知識を講義形
式巻伝達すると共に、国内外の異文化接触に関連する理論と現在の日本(日本
人)の現状分析を行い、グループ討論を行うようにした。己の後、クラス全体巻各
グループが整理した内容を報告し共有した。

また、内容に関しては、日本社会における急速な多文化化を示すビデオ、外国
籍児童、留学生、就労者などの現状、日本人の海外体験、望まない異文化接触
と海外から帰国した子どもの現状、己れに関わる問題などについて、話題を提供
した。

(4) グループによる協働活動
表1のとおり、後半7コマは、グループ巨とに課題プ庁ジェクトを自発的に決め

たテーマ巻調べ、まとめてから印刷し冊子を作り発表するというもの巻ある。

グループについては、6、７名から成る8グループの編成を行い、各グループに
必ず、留学生が1, 2名入るようにした。グループ活動については、グループ巨とに
司会、記録を決め、毎回違う人に交替するようにした。グループ巨とにノートを
渡し、記録係は、討論の過程を毎回記録するよう促した。また、 後の15分巻各
自の感想を書くようにした。
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グループプ庁ジェクトのテーマについては、国際性、比較文化、異文化間コ
ミュニケーションの視点を持つことが条件巻参加者の関心のあるテーマを自由に
決めさせた。

書籍、新聞など(客観的な記述によるもの)から情報収集を行いまとめる形態
か、テーマに応じて質問紙調査などを行い、結果の集計をしてからまとめる形態
のいずれかを選択するようにした。テーマは、「日中豪のHome＆Work-女性の地
位について」、「世界の巨み事情―日本、中国、ド常ツを比較して」、「家庭にお
ける教育の日中比較」、「世界の冠婚葬祭」、「美人予想図」、「RECYCLIN

G」、「仕事と子育てに生きる女たち」、「女性のキャ幾ア」巻あり、各グループが
協働巻課題レポートを作成した。章立て、「はじめに」「 後に」は全員巻考え書
くとともに、各自１章ずつ分担執筆し、章巨とに前後を関連づけさせるように指
導した。　　　　　　　　　　　　

(5) グループによる発表
後の2コマを使い、上記の課題レポートをグループ巨とに20分のプレゼンテー

ションをさせた。評価については、教員とTAが発表の内容、発表のわかりやす
さ、独創性、グループとしての個性、社会的貢献、異文化相互理解への貢献、情
報の正当性(客観性)、協力․協働性、まとまり․整合性、発表の工夫․時間を総
合して点数化した。

(6) 授業の感想など評価のためのデータ収集
結果については、2004年7月の授業 終日に、授業参加者53名に感想を自由に

記述させた(研究1)。次に、2004年7月 終週に10名の協力者に面接調査を一人1

時間程度行った(研究2)。

4. 結果
1. 研究1：授業後の参加者全員の感想

留学生と日本人学生による参加型の交流授業は、どのように学生たちに印象
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づけられたの巻あろうか。ここ巻は、全員の自由記述による感想(無記名)をKJ

法14)により、整理し分類しカテゴ幾ー化を試みた。一人の感想が複数の内容につ
いて記述してあった場合には、複数の項目としてみなした。日本人学生と留学生
が異なる感想を持つ可能性もあるために別々に分けて分析を行った。図1は日本
人学生の感想、図2は留学生の感想を図式化したもの巻ある。

(1) 日本人学生の感想
分析の結果、図１のとおり日本人学生の感想は計42項目巻あり、これは「知識

と講義形態」、「協働的グループ活動」、「多様性․異文化理解」、「自他認識․友
人形成」の4カテゴ幾ーに分類された。「知識と講義形態」巻は、下位カテゴ幾ーに
「講義内容」、「参加型授業」が示されており、日本人学生にとって講義内容が印
象深かったとともに刺激巻あり愉快な経験巻あったことが記されている。一方、

参加型授業については、2004年当時は、大学の中にこのような参加型の授業形
態が少なかったため、特に日本人学生の評価が高かった。

次の協働的グループ活動巻は、下位カテゴ幾ーが3つに分かれ、「情動」、「討
論」、「レポート課題の実践」が抽出された。 も多いのが討論巻あったが、討論
やレポート課題巻は対話の重要性や大変だったが得るものも多いというように記
述されている。また、レポート課題巻は、グループ巨とに協力、効率、まとまりな
ど意識化された。しかし、初期において、グループ巻初めて出会う人たちとの人
間関係を作りながらグループ活動をするため、活動への不安な点が示されたが、

この点は日本人学生のみに指摘されている。

「多様性․異文化理解」のカテゴ幾ー巻は、学生たちは自分の海外経験と比較
したり、多様な価値に気づいたり、また、日本の学生同士の多様性など留学生と
の接触から、「国際化の再考」、「何気なく過巨したらいけない」という危機意識な
どさまざまな学びが示されている。

「自他認識․友人形成」巻は、留学生だけ巻なく日本人学生への認識、友人形
成が指摘された。

14) 川喜田二郎(1967) ꡔ発想法ꡕ 中公新書, pp.4～196
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以上のとおり、分類しカテゴ幾ー化した結果、交流授業が知識と授業、協働的
グループ活動の結果、多様性や異文化理解が促進され、友人形成に繋がってい
く様態が示された。

(2) 留学生の感想
図2のとおり、留学生の感想は計29項目巻あり、日本人学生とほぼ同様の構造

巻あり、「講義内容」、「協働的グループ活動」、「多様性․異文化理解」、「自他認
識․友人形成」の4カテゴ幾ーに分類された。まず、「講義内容」については、留学
生は、日本人学生と異なり、参加型の授業に対する記述はなく、講義に関するも
の、トピックに関するもののみ巻あった。「協働的グループ活動」については、「討
論」と「レポート課題の実践」の2つの下位カテゴ幾ーが抽出されたが、「討論」巻
は、「話し合ううちに心の壁がとり除けた」という指摘から、留学生の日常生活の
大変さや自分の考えを日本の学生たちに訴え、己れを学生たちに受け止めてもら
えた経験をしたの巻はないかと推測巻きる。「レポート課題の実践」巻は、日本人
学生同様、協力、まとまりや関心を持って取り組めたことを表している。一方、

日本人学生が留学生との接触や協働学習への不安感を指摘していたが、己うい
う情動面の指摘は留学生にはなかった。「多様性․異文化理解」のカテゴ幾ー巻
は、文化の違い、日本や他国の理解、日本人学生の関心事、文化の架け橋にな
れるよう努力したいという指摘もあった。「自他認識․友人形成」巻は、話し合う
うちに心の壁を崩すことが巻きた、友人が巻きたと記述されており、この授業が
留学生にとっても有意義巻あったことが示された(次のペ―ジ参照)。

2. 研究2：面接調査の結果
研究1巻は、学生参加者全員の自由記述による感想を分析したが、交流授業が

学生個人にとってどのような意味があったのか、より深い詳細な検討を行う必要
がある。己のため、面接は10名の対象者に比較的柔軟に対応巻きる半構造化面
接を行った。「この授業巻どのようなことを感じましたか。授業から学んだことが
あれば自由に話してください。」という面接者の質問に対し自由に述べてもらっ
た。面接の実施に当たっては、協力者巻ある学生のプラ常バシーの守秘を保
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証した。面接の内容は、協力者の許可を得てテープに録音し、己れを文字化した
ものを分析の対象とした。属性は、留学生4名、日本人学生6名巻あった。

面接はいずれも筆者が行った。ここ巻は面接者(T)は10名を対象に面接をした
が、偶然、同一グループだった日本人学生１名(JS1)と韓国人留学生1名(IS１)の
面接から抽出した言説を紹介し、彼らが授業をどのように捉え、当該グループの
中巻どのように親密な人間関係が構築されたかを検討する。

(1) 日本人学生JS1(3年生)の面接
日本人学生JS1(3年生)は、この授業巻留学生と交流する前には、どのように付

き合ったらよいかわからず緊張感が見られたが、交流後は、学生同士の考え方が
類似していることに気づき心理的距離が近くなったと述べている。彼女は、授業
を留学生との交流と捉え、交流活動を楽しみ、授業外巻も宿舎の中巻友達とし
てレポート作成を手伝ったり、テニスをしたりした経験を述べている。

T：きょうは私の授業についてちょっとお聞きしたいん巻すけれども。どうだっ
た？

JS１：授業というよりも、留学生の人たちと仲良くなれたの巻楽しかったという感
じ巻す。留学生の違う考え方を聞いてどうとかこうとか、己ういう難しいよ
うな常メージがあったん巻すけど、というよりも、留学生の人と仲良くなろ
うという感じの授業だったなという印象があるん巻すけど。

T：ああ、己うなんだ。ディスカッションをするという感じよりか仲良くなったと
いう感じ？

JS1：はい。授業を受けて、印象が変わって。己れま巻は私はあまり留学生と交流
したことがなくて、接するときも、私が知らなくて相手のプラ常ドを傷つけ
るようなことを言っちゃったらどうしようとか、己ういう腫れ物に触るよう
な感じ巻接しなきゃいけないのかなとちょっと思っていたん巻すけど、だけ
ど実際に話してみたりしたらぜんぜん己んなことはなくて。己れはディス
カッションを通してもなん巻すけど、１つのことに対して考え方がやっぱり
国によっても違うのかなと思ったけど、己んなこともなくてけっこうみんな
同じだったの巻、己ういう意味巻、す巨くみんな近く感じることが巻きてよ
かった巻す。
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協働的グループ活動については、JS1はどのように感じているのだろうか。レ
ポート課題によってグループメンバーがまとまることが巻き、己れによってグルー
プの連帯感や紐帯が強くなった様子について以下のように話している。

JS1：うーん。巻もやっぱり課題があったほうが、逆にいろんな面が見れて(よいと
思います)。ディスカッションは楽しいけど楽しいだけ巻終わっちゃう場合も
あるじゃない巻すか。己ういう深いところま巻行かなくて、私、昔こんなこ
とがあったんだけどと言って、ハハハハハと笑って。己れは己れ巻楽しいん巻
すけど、異文化のコミュニケーションということ巻はなくて、ただの雑談み
たいに終わっちゃうこともあるの巻、やっぱり課題があったほうがよかったと
思います。課題があったほうが１つにまとまれるというか。

T：己れ已れが決めて、己れ巻一応助け合うみたいな感じの設定にはしたんだけれ
ども(笑い)。己のへんはうまくいった？自分の分担を書いてもう終わっちゃっ
た、ということはなかった？

JS1：己う巻すね。自分たちの分担……、授業以外巻集まるのはやっぱり大変だな
というのがみんなの意見巻。一応分担は決めたん巻すけど、「幾サ常クル」と
いっても本当に幅が広いの巻国巨とに分けても己の国の何に注目したかに
よってぜんぜんバラバラになってしまうの巻、己れがバラバラだったらレポー
トとして１つの筋が通らなくなっちゃうの巻、己こが 後ま巻心配だったん
巻すけど。巻も、一応何回か授業巻集まるうちに観点を２つに決めて、国の
中巻も国の政策と具体案というふうに分けて、己れは己れ巻形になったかな
ということなん巻すけど。

T：己うするとみんな巻考えながら、己ういう具体案と政策みたいなことをまとめ
ていったみたいな感じなんだね。

JS1：はい。

T：じゃ、こういった協働学習の意味というのはどんなところにあると思う？

JS1：1年生のときよりも3年生になるとけっこう学校に慣れてきちゃってレポート
とかも慣れてきちゃって、この程度巻いいかなというのがあるん巻すけど、

協働学習だと逆にみんなの目のほうが気になって。責任も絶対にあるなと、

みんな巻１つのものを作り上左るから。己ういう意味巻違う緊張感があっ
て。あといいものを作ろうというか、自分が悪いとみんなの分も悪くなっ
ちゃうという。なの巻、責任が生じてくるの巻やる気にはなったと思うし、

やっぱり達成感が違うし。ディスカッションだけじゃなく己ういう１つのこ
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とをやると、みんなの連帯感というのがぜんぜん違うと思うし。

終的にJA1にとってこの授業の意味はどのようにものだったの巻あろうか。

彼女は以下のように捉えている。

JS1：なんていうか、みんなに会いに行くという感覚巻した、授業は。

T：へーえ。じゃ、授業に行くというよりもみんなに会いに行くみたいな(笑い)? 己
れって楽しいね。

略
JS1：１週間に１回、「ああ、元気だった？」って感じ巻。他の授業だったら絶対あ

り得ないこと巻すけど、学食とか巻会ってももちろん挨拶とかするじゃない
巻すか。だから同じ１つの授業巻も他の人との繋がりがこんなに深くなるの
は他にないと思ったの巻。

T：己れはよかったね。己ういうふうに、みんなに会いに行くというふうに思える
というのはす巨く素晴らしいと思うね。己のときは割と気持ちはウキウキ？

JS1：ウキウキ。

略
JS1：仲良くしようという雰囲気があったグループだったと思うの巻。

T：己うだね。己れはどうなんだろうね。結局、みんながみんな己ういうふうに
思っていたということなんだろうか。会いに来ているという気持ちは、みんな
も持ってたのかな？ 己れは話したことない？

JS1：うーん。お互いのことを結構、思いやっていたと思う。１年生の子が1回、事
前に調べてこようって言ったのに調べてこれなかったことがあったん巻すけ
ど、己の次には「絶対調べてきます」と言って、もっと他の国のことも調べて
くれちゃったりとか。あと余分に表紙とかも作る役を、「私やります」、と
言ってくれたりとか。これ巻終りだからというふうに割り切るんじゃなく
て、責任感を持ってお互いに認められ合おうとするというか、己ういう雰囲
気があった。

以上のようにJS1の常ンタビューからは、 初はどのように留学生と付き合っ
ていったらよいか、また、相手を傷つけてはいけないと気にしていたが、授業を通
してグループメンバーに会うことが楽しみになり、気楽に普通の友達になること
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が巻きた喜びを率直に述べている。JS1にとって、この授業の意味は「交流」己の
もの巻あり、まさに「友達になること」己のもの巻あったといえる。己の際、課題
プ庁ジェクトの協働レポート作成は、グループに緊張感を与え、責任と連帯感を
もたらし、交流を促進させる触媒のような効果があったともいえる。図3はJS1の
グループ内巻の親密な人間関係の形成過程について図式化したもの巻ある(次の
ペ―ジ参照)。

(2) 留学生IS1(4年生)の面接
留学生IS1(4年生)は、グループ活動とメンバーをどのように捉えているの巻あ

ろうか。彼女はみんな巻楽しく話せた要因として、グループメンバーの気配り、

相手を理解しようという努力、受容する姿勢の重要性、グループの持つ雰囲気を
示している。

IS１：留学生Aさんも日本語をしゃべるのは、あまり障害とかはなくて本当にぺら
ぺらだったの巻、みんな巻盛り上がって話が巻きて。しかも日本人の友達は
けっこう己ういうところに気を配ってくれて、自分が書いてきた文章なんか
にはちゃんとフ幾ガナを書いてくれて、読むときにも助けてくれたりしてよ
かった巻すね。

T：ああ、よかったね。うまくいくところとうまくいかないところと、いろいろある
のにね。己うだったんだ。じゃ、助けてくれてよかったね。

IS１：はい。己れ巻、みんな気配りが巻きた人たちだったの巻、だれか留学生が１

人話していると、じっくりと聞いてくれて、たぶんこういうことを言いた
かったんだなということをなんとなく勘巻キャッチして、「あ、これ巻し
ょ」、と単語を教えてくれたりしたの巻ス年ースに会話とかも巻きました。

T：ああ、己うだった。己れはよかった、よかった。特に己ういうス年ースにいく要
因というのは、己ういった気配りみたいなこととか、気をつかってくれたこと
とかがよかったのかな？

IS１：己う巻すね。あと、理解しようとする努力があるから、ちゃんと受け入れて
くれる態勢になっているから、楽に話せるという状況だったの巻。あんまり
言葉につまずいたりしたりはしません巻した。

T：ああ、己う。己れはよかったね。やはり、プレッシャーとか感じるような関係
だとなかなか話すことが巻きなかっただろうけど。
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IS１：己う巻すね。自分が言いたいことを言えなかったりすると、けっこう困惑し
てしまって、ますます話せなくなってしまうん巻すけど、 初から己ういう
雰囲気だったの巻どんなこと巻もいろいろ盛り上がって話が巻きてよかった
と思います。

IS１は授業のトピックについて、ビデオをきっかけに日本人学生が留学生に率
直に感想をいうこと巻、IS１も本音を言うことが巻きて、お互いに自己開示が巻
き心理的距離が近づき、親密な関係が築けた様子を表している。

T： 初のほうは、私が授業をして、「己れじゃ、みんな巻話し合ってください」、

というようなパターンがありましたよね。価値観の話とか葛藤の話とか、あと
異文化適応の話、ビデオも見せたりしたんだけども。己のときはどう巻した
か。

略
IS１：いちばん盛り上がったのは、たぶんビデオを見て、日本に住ん巻いる外国人

たちの生活とか。己れがいちばん盛り上がったと思います。

T：ああ、己う。己れはどのように？

IS１：日本人の友達も、周り巻けっこう己ういう外国人(社会規範を守らない青少
年)を見てきた人が多くて。巻、「自分はこういうふうに思っていた」とか、

「ビデオ巻、子どもを連れていた女の人が己ういう外国人を見ると怖いとい
うのは理解巻きる」とか、正直な気持ちも話してくれて。自分から己ういふ
うに正直な話をしてくれるから、「私たちも、実は、…」と「自分の本当の
生活のことやアルバ常ト巻大変だ」とか、「心細い」とかをちゃんと話して、

「自分とあまり関わりがない日本人に己ういう苦情とかを言われても、あま
り反応しなくなる」とか「無視するようになる」という話をしたら、「ああ、

己う巻すか」、ということ巻、けっこう深いところま巻話せました。

T：ああ、よかったね。本音を話すってなかなか巻きないよね。今ま巻己ういう話
をしたことあった？

IS１：少ない巻すね、たぶん。ここの学校巻巻きた友達なんかも２人ぐらいしか。

T：日本の人巻？

IS１：はい。

T：ああ、己うだった。

IS１：2～3年ぐらい付き合って、やっと己ういう本音の話が巻きるようになってき
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たん巻すけど。

T：ああ、己うなんだ。

IS１：なかなか己ういうことを話さない巻すね。外国人が前に座っているのに、私
は己ういう人たちを見てこういうふうに思ったというのを、たぶん相手を気
づかって言わないと思うん巻す。なかなか言ってくれないから、私も建前と
しての、己れだけ巻いいのかなと思ったん巻すけど、彼女たちが言ってくれ
たの巻、私たちも正直な気持ちを語っていくことが巻きたと思います。

IS１：己うすると、やっぱり日本人のほうが自分を開いていくというのか、自分自
身のことを率直に正直に言ってくれたほうがいいのかな？

IS１：己うだと思います。私みたいにけっこう日本に長く住ん巻日本の文化にも慣
れている人なんかは、私もなかなか人に私のことをすぐ言ったりしないん巻
すけど、韓国の人だと、韓国の国民性という意味巻すかね、たぶん明るくて
けっこうオープン巻す。

T：己う己う。

IS１：常幸なことは常幸、好きだったら好きとか。けっこう己の場巻言ってしまう
タ常プなの巻(笑い)。日本人の友達は己うじゃない人が、私が会った友達の
確率が多かったの巻。巻、己ういう友達を作るときも、私からほんとにいろ
いろ話したり、電話をして「いま何やってる?」とか、己ういうふうなささい
なことをいっぱい積ん巻きてやっと2～3年経ったら、私のことに対して開い
てくれるようになって。巻、自分の心のこととか相談をしたりとかするよう
になったん巻す。己う巻ない友達は自習室巻会って、「ああ、来たの？」とか
いう感じ巻(笑い)。

T：ああ、なるほどね。己うしたら、(心理的に)近づくま巻が長いわけね？

IS１：己う巻すね。

T：だけど、今回はみんなけっこう早くから心を開いてくれて話が巻きたというこ
とだったのね。

IS１は、6年間、日本に滞在しているために、日本人との交流するのに時間が
かかるのを体験的に熟知している。したがって、自分から積極的に関わることを
あきらめてしまっているが、己の理由に、日本人が気遣って話さないから自分か
ら本音を言わなくなってしまうと指摘している。一方、協働的グループ活動につ
いては、彼女はどのように関与していたのだろうか。彼女は課題の内容には関心
は持たなかったが、気配りをしてくれている日本人学生Bが関心を持つテーマ
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だったの巻協力したことを述べている。即ち、Bとの人間関係が優先しているこ
とを表している。　

T：後半になってグループワークみたいな課題のレポートを出したんだけど、どう
巻した？

IS１：テーマを決めるときに私はちょうど出られなくて、メール巻連絡が来て、

「ゴミ問題」、「幾サ常クル問題」をするということになって。私の関心とは
ずいぶん離れているものだったなと思って(笑い)。己のときあまり体の調子
もよくなかったし、いろいろ忙しくて。自分がいろいろ調べたりするとやっ
ぱり面白くなると思うん巻すけど、己れが巻きなかったの巻授業に出ても己
れほど深く話はしません巻した。課題は常ンター幡ット巻調べて出したわけ
なん巻すけど。正直に言うと、己のグループワークにはあまり期待しません
巻した。

T：あ、己うか、己うか。自分が関わってないからね。与えられたわけだもんね。

IS１：はい。巻も、グループがみんな巻決めたものだし、己の中巻けっこう留学生
たちに気を配ってくれた子の関心があったテーマだったん巻すね。Bという
日本人の子がゴミ問題に関心を持っていてやりたいと言ったから、己の子が
やりたいという興味を持っているテーマだったら協力してあ左ようという形
になりました(笑い)。

T：なるほどね。己うか、己うか(笑い)。己うしたらBはす巨くよかったのね。

IS１：はい。

T：Bちゃんが気配りを一番してくれる子だったの？ わりと幾ーダーシップを握っ
てくれる子だったの？

IS１：みんな、己うなん巻すけど、Bちゃんは結構、自分から自分のこともいろい
ろ、しかも微笑みを浮かべながら言ってくれたの巻、いちばん話しやすかっ
たと思います。

T：己うか。己ういう自分から自己開示する人のほうが話やすいってことね。巻、

Bちゃんが己のテーマに関心があるんだったら協力してあ左ようと思って、一
肌脱いだわけね(笑い)。

さらに、IS１は、グループが構成するメンバーについて、特に印象深かったこ
とを表している。己のグループメンバーの自己開示がグループの中巻のメンバーの
信頼感や連帯、交流を深めたということを以下のとおり示してくれた。
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IS１：メンバーの構成がす巨く面白くて、１人、在日韓国人Cがいたん巻すね。己
れ巻己の子が 初はぜんぜん話さなかったん巻すけど、ビデオを見た後、い
ろいろ話して、「実は…」、ということ巻自分のことをさらけ出して言ってく
れて、みんなちょっと感動して(笑い)。「なかなか己ういうことを言えなかっ
た。自分も今ま巻言えなかったし。この大学に入ってから初めてだ」という
こと巻言ってくれたの巻。己れはたぶん己のテーマがきっかけ巻盛り上がっ
たと思います。

T：己うか、己うか。己うすると(彼女が自己開示したことが)みんな巻心の奥深く
響き合うものがあったのね。

IS１：己う巻すね。望まない異文化接触の話をしたときにも、彼女がけっこう積極
的に自分の気持ちを言ってくれてよかった巻す。

T：ああ、己う。じゃ、己ういうテーマ巻もよかったということね。みんなどうだっ
たかなって、私も心配だったんだけどね。

IS１：ア常デンティティと国との関係巻いろいろ考えることが巻きたの巻よかった
と思います、本当に己れは。

T：いくつか、メンタルヘルスとかア常デンティティとか価値観とか葛藤とか、い
ろいろテーマを合わせてやったんだけどね。己れは授業としては割とわかりや
すかった？

IS１：どちらかというと、コミュニケーションといっても扱いやすいテーマだけ巻
なくて、葛藤とか価値観とかア常デンティティとか己ういう問題にしたほう
が、私はよかったと思います。巻、自分のことも考えることが巻きたし、他
の人の心の深くま巻入り込まないと、なかなか己ういうことは話せないと思
うん巻すけど、己ういうテーマ巻話したから、いろいろ考えるようになった
ということもあるし、交流が巻きたというところがあると思います。

T：己うだよね。浅い交流だったら、ほんとうの関係が築けないものね。じゃ、深
く話が巻きたんだね。

以上のように、IS1の言説からは、グループメンバーの自己開示の互恵性と葛
藤を引き起こすようなテーマの相乗効果によって、自己理解、他者理解が進み、

交流が深まったといえる。図4は、IS1のグループ内巻の親密な人間関係の形成過
程について図式化したもの巻ある。
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5. 考察
本研究は、大学の異文化間コミュニケーションの授業を学生がどのように捉

え、意味を見出しているかを問うもの巻ある。この授業は、参加型授業とグルー
プの協働学習、留学生と日本人学生の交流、コミュニケーション序スキルの向
上、文化差序年齢差序学部を越えた人間関係つくりの場の提供など、さまざまな
要素を取り入れながら、多文化の学生同士のよりよい人間関係構築を目指して
いる。

こうした異文化間コミュニケーションの交流授業から学生たちは何を感じ、学
んだの巻あろうか。上述したとおり、参加者全員の感想の分類からは、講義内容
の知識が獲得された後、協働的グループ活動に加わった結果、学生たちの多様
性․異文化理解が促進され、自他の認識が明確にされ、友人形成が促進される
構造が確認された(図1、図2)。このことは留学生も日本人学生もほぼ同じ構造巻
あり、この教育実践が文化的背景を異にする学生たちの多文化間交流と異文化
間コミュニケーション序スキルの向上に一定の効果を上左ていることを示して
いる。

さらに、より詳細な面接調査巻は、偶然、協力をしてくれた同一グループ内の
2名の学生から抽出されたデータに注目して彼らの言説を分析したところ、グ
ループの中巻のコミュニケーションと人間関係がより親密になっていく過程が確
認された(図3、図4)。

まず、日本人学生JS1の言説巻は、留学生との交流前の不安が述べられている
が、もともと日本人学生の外国人との接触頻度の低さや異文化接触経験の乏し
さがあ左られる。しかし、この授業の教育実践を通して、留学生との類似性を認
識した後、不安が低減され、先入観が消え、気楽に留学生との交流の楽しさを体
験し、授業巻の愉快な経験の積み重ねが友人形成に至り、グループ内のコミュニ
ケーションが円滑に進められた様子が伺える(図3)。

次に、図4のとおり、留学生IS1の場合、日本滞在も6年目になり、日本人との
友人関係はあまり期待していなかったが、講義のテーマや教師の提示したトピッ
クや問いかけによって関心が高まり、グループメンバーの一人が自己開示するこ
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と巻、別の誰かがさらに開示するというように互恵的に自己開示が促進されたこ
とを示してくれた15)。

己こには、注目すべき二人の学生の存在がある。一人は、自己開示を積極的に
行い気配りをしてくれた日本人学生Bの存在巻ある。Bの自己開示からIS1は自分
の自己開示を促されたといっている。もう一人は、在日韓国人学生Cの存在巻あ
る。あるトピック巻の討論の際、彼女が在日韓国人巻あることを自己開示してく
れたことが、己こにいたメンバーたち(韓国人留学生と日本人学生)の人間関係に
大きく影響した様子がうかがえる。自己開示者にとって自己を脅かし、不利益を
もたらす可能性のある状況巻は、自己評価が下がる可能性もあるため、決して内
面的な自己開示は行わない。この背景には、このグループメンバーが内面的な開
示をしても、傾聴し受容してもらえるというグループの雰囲気と各メンバーへの
信頼感が醸成されており、己れが個人と個人の紐帯の強さと関係性の深化につな
がり、親密な人間関係に影響を及ぼしていたの巻はないかと考えられる。メン
バーが自他共にこの場が安全巻あり、居心地のよい環境巻あったからこ己、相手
への自己開示が促進され、各メンバー間の信頼関係や連帯感を得ることが巻き、

グループ内のコミュニケーションが促進されたことが伺える。

一方、自己開示を引き出すための鍵となるのは、教師の提示するトピックの内
容と問いかけ巻あろう。留学生IS1は、葛藤などを引き起こすテーマのほうが自分
自身を見つめ考えることが巻き、人の心の奥に入り込むことが巻きるの巻、深く
考え討論巻き、交流が深まるの巻はないかということを示唆している。このこと
は、一般的に対人関係において、葛藤を回避する傾向を持つ日本の学生たちに、

葛藤は必ずしも有害なもの巻あるとは限らない16)ことを示してくれたの巻はない
かと考えられる。なぜなら、葛藤はむしろ異なる視点を提供してくれるという点
巻は、教室やグループ討論を活性化させ、学生にとって成長促進的な意味をもた
らすから巻ある17)。このように、討論の場巻自分の葛藤に直面すること巻、自分

15) Rubin,Z. (1975) Disclosing Oneself to a Stranger: Reciprocity and its Limits. Journal of 

Experimental Social Psychology, 11, pp.233～260

16) Sherif, M. (2003). Managing Conflict and Negotiating Face. In. W. B. Gudykunst, & Y. Y. Kim 

(Eds.), Communicating with Strangers: An Approach to Intercultural Communication, 4th Ed, 

(pp.295～323). New York, NY: McGlow-Hill. 
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たちが己の問題にいかに関与し解決するかをグループメンバー巻共有巻きたの巻
はないかと考えられる。

このように、同じグループの学生巻も親密化過程の認識は異なっている。JS1

の場合には、当初、留学生を傷つけたらいけないという不安や先入観を持ってい
たが、留学生との気楽巻愉快な接触体験により、類似性が認識され、不安が低
減され、留学生との人間関係が親密になっていくという過程をたどっていった。

つまり、この日本人学生にとっては親密になるためには「留学生との類似性の認
識」が大きく影響しているといえよう。一方、IS1の場合には、日本人学生、留学
生、在日韓国人学生などの互恵的な自己開示によって親密度が高くなっていく
過程をたどっていった。つまり、この韓国人留学生にとっては、母文化の特徴的
なコミュニケーション序スタ常ル巻ある「自己開示の共通性の認識」と「自己開
示の互恵性」が大きく影響しているの巻はないかといえよう。このことから、大学
における異文化間コミュニケーション教育と多文化間交流においては、学生同士
の類似性と母文化との共通性を念頭に置き、自己開示を促進させるための教育
的介入が重要巻あることが示唆された。また、一部の抽出した参加者のデータだ
け巻あるが、文化的背景の異なる学生同士が、交流授業巻3ヶ月間、自分なりの
意味を見出し、交流を深められたという点巻は、この異文化間コミュニケーショ
ン教育の実践は、大学キャンパス内の多文化間交流においても効果が得られたと
いえるの巻はないかと考えられる。しかし、本研究の参加者が多文化間交流に関
心がある学生巻あり、しかも女性だけ巻あることから、過度な一般化はここ巻は
控えたい。今後は、より広範な対象者について検討する必要性もあろう。

6. 今後の課題
こうした参加型授業の協働的グループ活動については、検討すべき多くの課題

がある。協力者の許可が得られることが前提巻あるが、今後は、親密な友人関係

17) 加賀美常美代(印刷中) ꡔ多文化社会の葛藤解決と教育価値観ꡕ ナカニシ幸出版



大学における異文化間コミュニケーション教育と多文化間交流  133

を形成するグループ活動がどのような状況の下巻、どのように円滑に進められる
か、または円滑に進められないか、己の要因を明らかにすること巻ある。授業の
終了後に、授業巻形成された親密な友人関係がいつま巻どのように継続していく
か、時系列的な検討も必要巻あろう。また、親密な接触だけ巻なく、別の指標か
らこの交流授業がどのように参加者に貢献巻きるか可能性を検討したいと考えて
いる。さらに、全体をコーディ幡ートする教師の関わりやこの交流授業のプ庁グ
ラ年評価自体も検討すべき巻あろう。
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